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浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果

事業者の連絡先

PUTFARM川内農場 外観

プランツラボラトリー株式会社　〒107-0062 東京都港区南青山1-5-12　☎ 03-6432-9133（担当：代表取締役　湯川敦之）Mail：yukawa@plantslaboratory.com

研究（実用化）開発のポイント・先進性

プランツラボラトリー株式会社
代表取締役　湯川敦之

　キノコ類の栽培環境整備には多額の設備
投資が必要であり、小規模事業者が生産の
中心を担っているシイタケは工業化の遅れ
が見られ、高温帯が必要なキクラゲは国内
の栽培は殆ど行われていません。本事業を
通じ栽培環境を安定再現できる仕組みを確
立するとともに、菌床の原材料を川内村から
調達することで、浜通り由来のキノコ類の商
品開発を目指しています。

　キノコ類の菌床栽培の特徴として
栽培ラックを移動させる必要がある
ため、建屋の床については高い強度
も求められることからコンクリートの
採用を前提に環境制御性能を発揮す
るための設計及び施工方法の検証を
行っています。栽培面では宇都宮大学
との共同研究契約を締結し、生産者単
独では実施が困難なキノコ類の成分
分析や内部環境条件と合わせた品質
評価、連続栽培性等を評価して栽培最
適条件の抽出に着手しています。

　シイタケは工業化推進による収量拡大、キ
クラゲは現状流通していない国産ブランドを
打ち出した販路を開拓します。本事業では栽
培環境の均一化を実現するインフラと、自動
栽培最適化サービスを連動させているため、
専門的なキノコ栽培経験がない方でも比較的
スムーズに参入できるようパッケージ化を前
提に設計しており、収益性改善という明確な
目的を持った生産者支援統合サービスを構築
します。これにより浜通り及び県内他地域、
その他都道府県を含めたキノコ類生産を行う
生産者への波及効果は大きいと考えます。

　キノコ類は高温・多湿の環境下での生育を好み、栽培に
おいては、各生育のフェーズごとに最適とされる光、温度、
湿度が異なります。ただし、従来の建物設備では環境制御
が不十分となり生産者の経験や勘に頼らざるを得ず、これ
は収量の不安定化に繋がるだけでなく新規就農者へのハー
ドルともなっています。
　弊社が開発した PUTFARMでは、従来の生産設備では
難しかった温度、湿度および清浄な空気管理を従来設備で
の実施にくらべ低コストで実現させていくことで、最適な
栽培環境の再現性と栽培手法の確立を推進します。

　建屋、栽培装置および菌床の提供をワンストップで実施
する事業パッケージを開発します。従来建設されてきた建
屋や設備に囚われない新たな設備と栽培技術により、コス
ト・栽培技術の両面から新規就農のハードルを下げるだけ
で無く、キクラゲにおいては浜通り地域が国内トップの生
産地となることを目指します。

　原木栽培に比べ栽培が容易であるとされる菌床栽培が発
達してきたものの、栽培条件などは未だ確立されておらず、
属人的な栽培技術・経験に依存した状況が続く一方、生産
者の約 80%を小規模農家が占めており大きな設備投資は実
施しづらいため工業化が遅れ、結果として年間を通じた安
定供給に課題を残しています。

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼
川内村

耐候型屋内農場におけるキノコ類菌床栽培の収益改善

寒冷地域において耐候型の低コスト屋内農場で最適な環境を再現し、通年で安定的に
キノコ類（シイタケ、キクラゲ）を菌床栽培します。これに G-GAP 取得支援メニュー
を組合せた生産者支援統合サービスを提供する事業を構築します。

環境制御技術を用い､ 安定的かつこれまで
になく低コストなキノコ栽培を実証中。

プランツラボラトリー株式会社
2018年度開始
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③　キュアリング：サツマイモやバニラなど温度と湿度を調整
し保存する装置（キュアリング装置）を安価に製作し、従来大
規模でしかできなかったキュアリングを中小規模で実現する。
④　水耕栽培：バクテリアの作用に
よる安心安全な水作りと植物栽培を
実現する。

株式会社馬渕工業所　
代表取締役　小野寿光

事業者の連絡先

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージこれまでに得られた成果

㈱馬渕工業所　宮城県仙台市太白区郡山4-10-2　☎ 022-247-0181（担当：岩本一帆）Mail：k-iwamoto@mabuchi-engineering.com

　この小高の地で地域
の方々のご協力を得な

がら、営農技術を磨き、実用化に
向け邁進してきた 3年間でした。
本プロジェクトに関わることで、
様々な方々との出会いもあり、新
しい取り組みの気運も醸成されつ
つあり、これからも地域の方々と
共に持続可能な社会を築いていけ
るよう取り組んでいきたいと思い
ます。

①　再生可能エネルギーの活用：昨年8月のデー
タでは、太陽光の電力や地下水の冷熱を利用す
ることでエネルギー消費の約7割を再生可能エ
ネルギーで賄うことが出来ました。
②　新育苗：IoT を活用し、生育状況の画像
データを一定間隔で取り込むことで、発育状況
の比較や問題点の抽出が可能となりました。
③　キュアリング：サツマイモのキュアリング
を簡易的実現できる装置を開発。実証中であり、
着実にその効果が得られています。
④　水耕栽培：バクテリアの作用による安心安全
な水作りを通して、野菜等の試験栽培に着手。付
加価値の高い完全有機栽培の技術実証を継続中。

　現在、小高地区で活躍する多くの団
体や個人と連携し、様々な事業化の可
能性の検討を進めています。地域の方々
との交流が深まるにつれ、地域の方々
の声を聞かせて頂く機会も増えており、
我々がここ小高で何を求められ何をす
べきか明白になりつつあります。
　また、水作りを通じて新たな栽培品
目の可能性も広がりつつあり、本事業
で養われた技術を生かした新しい事業
化プロジェクトを計画しているところ
でです。

図　2019 年 8月の電力使用状況

キュアリング装置

水耕栽培の試験地域住民との交流および意見交換会小松菜による栽培試験 サンダーソニアの栽培

研究（実用化）開発のポイント・先進性

①　再生可能エネルギーの活用：従来、農業ハウスで使用し
ていた電力を、地域特性に合わせた再生可能エネルギーの導
入により、エネルギーの地産地消および低コスト化を実現する。
②　新育苗：IoT を活用し、発育状況の比較や問題点の抽
出を行う。

　通常のビニールハウス内に、環境制御機能を有したさら
に小さなビニールハウスを施工することで、これまで夏場
の暑さと冬場の寒さ対策を安価に解決する技術を確立し、
新しい営農のあり方を提言・実行することで、地域の雇用、
活性化に貢献していきます。

　小高地区の存続のためには、若者を中心とした次世代を
担う人たちの定着や新たな雇用の創出が喫緊の課題となっ
ています。小高地区を中心とした地域との連携と協働によ
り、IoT や再エネを活用した中小規模の付加価値の高い新
しい農業のあり方を提案していきます。

実施期間
▼

2017年度～2019年度

実用化開発場所
▼

南相馬市

2017年度開始

再生エネ活用による与圧式二重構造育苗施設によって、病虫害防護と安定環境下での
IoT 管理育苗を実現します。定植後迄の生育トレースを行う産地化促進プログラムと
併せ、花卉と資源作物の栽培実用化に向け相双地域の新作物試験栽培のブランド化を
目指します。

地域資源とIoTを活用し、地域とともに
持続可能な営農システムを実現

自然エネルギーを活用した、IoT 営農による産地化促進プログラム
「AgriNova（日本名「アグリの場」）」の実用化開発

株式会社馬渕工業所、福相建設株式会社
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